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北東アジア動向分析

2003年 2004 2005年 2006年１-３月
中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江

GDP成長率 ％ 9.1 11.5 10.2 10.3 9.5 12.8 12.2 11.7 9.9 12.3 12 11.6 10.2 12.2 10.4 11.5
工業総生産伸び率（付加価値額） ％ 17.0 11.6 17.9 13.6 16.7 23.4 18.6 13.0 16.4 20.1 11.0 15.3 16.7 16.7 12.6 15.4
固定資産投資伸び率 ％ 26.7 29.7 19.5 12.0 25.8 43.1 20.9 22.1 25.7 40.1 53.8 25.4 27.7 36.4 41.7 30.6
社会消費品小売額伸び率 ％ 9.1 12.3 10.1 10.1 13.3 13.4 12.8 13.0 12.9 13.5 13.5 13.0 12.8 13.6 13.2 14.6
輸出入収支 億ドル 256.0 27.0 ▲ 18.5 4.1 320.0 34.0 ▲ 33.6 5.7 1,019.0 58.7 ▲ 15.9 25.7 233.0 14.8 ▲ 5.6 2.4
輸出伸び率 ％ 34.6 18.3 22.2 44.6 35.4 29.8 ▲ 21.4 28.1 28.4 23.9 43.9 64.9 26.6 7.9 7.9 37.4
輸入伸び率 ％ 39.9 27.3 107.3 4.0 36.0 30.1 28.0 26.7 17.6 13.4 ▲ 20.0 12.6 24.8 ▲ 0.4 32.8 57.6

（注）前年同期比。
　　　工業総生産額（付加価値額）は国有企業及び年間販売収入500万元以上の非国有企業の合計のみ。
　　　GDP成長率は１-３月期の数値
　　　３省の社会消費品小売額伸び率は１-３月期の数値
　　　輸出入収支及び伸び率は１-３月期の数値
（出所）中国国家統計局、各省統計局、商務部、各種新聞報道より作成。

中国（東北三省）
　2005年における中国経済は安定的に推移し、比較的高い
成長を維持したと言える。中国国家統計局資料によると、
GDPは2005年において18兆2,321億元（前年同期比9.9％増）、
また2006年１ ３月期で4兆3,313億元（同10.2％増）となっ
た。
　中国の好況や東北振興政策の進展、対外開放の拡大に
よって、東北地域の成長はさらに加速しており、製造業の
好景気や大企業の業績好調による牽引効果などが下支えと
なっているほか、外資による投資効果も現われ、加えて経
済成長方式の転換と構造調整により東北経済は安定的に成
長する形を呈している。

同期全国平均を上回る東北経済
　2005年は東北三省が意欲的に東北振興プロジェクトを遂
行し、成果の見える年だったと言える。各分野にわたる政
策の実施により、各省のGDP実績は遼寧省が8,005億元（前
年同期比12.3％増）、吉林省が3,615億元（同12.0％増）、黒
龍江省が5,510億元（同11.6％増）となり、それぞれ全国の
同期平均レベルを上回る二桁成長を達成した。
　2006年１ ３月期においても、第11次５ヵ年計画の開始
などによって、各省はそれぞれ12.2％、10.4％、11.5％の
高い成長を記録した。同地域の経済発展における要因とし
ては鉱工業生産、固定資産投資、輸出入、外資導入及び内
需などの拡大などが挙げられるが、省によっては格差が生
じている。
　遼寧省では原材料と設備産業を主とする工業総生産額
（付加価値額）の増加が目立ち、2005年は3,007.4億元（前
年同期比20.1％増）、2006年１ ３月期は766.6億元（同
16.7％増）で、伸び率は東北地域の一位となった。第二次
産業が同省のGDPに占める割合は2005年の場合60.7％で、
遼寧省が工作機械、造船、自動車、鉄道設備などの生産基
地として確立したことが見て取れる。
　吉林省の成長において最も貢献度の高い要因は固定資産
への投資である。2005年と2006年１ ３月期では同省の固
定資産投資は東北地域の首位に位置し、2005年は黒龍江省
の約２倍の水準となった。2005年の固定資産投資完成額は
1,802億元で、前年より32.9ポイントの増加、2006年１-３
月期は86億元で前年同期より41.7％成長し、増加幅は全国
第３位となった。その大半は自動車、食品加工、製造、電

力、新型建材などの産業によるもので、全体の84.0％を占
めている。
　黒龍江省においては輸出入の大幅な増加が経済発展のポ
イントであると言える。2005年の輸出入額は95.7億ドル（前
年同期比40.9％増）を記録、同期の全国平均レベルを17.7
ポイント上回り、初めて90億ドルの大台を突破した。うち
輸出は60.7億ドル（同64.9％増）となった。2006年１-３月
期ではさらに伸張し、25.8億ドルと史上最高を記録した。
特に輸出は14.1億ドルで増加が続き、このうち対ロシア輸
出額12.3億ドルと伸びが著しく、全体の47.8％を占めた。

第11次５ヵ年計画期における新しい動き
⑴黒龍江省による国有企業へのM＆A促進政策
　2006年４月、黒龍江省は国有企業の買収に関する新たな
優遇政策を打ち出した。従来の資産を超過する債務及び余
剰人員に対する負担を求める買収と異なり、新政策では買
収者が純資産だけの買収をすることを認めている。規定で
は買収対象とする国有企業の範囲、法人など自社株を所有
する場合の比率などについて詳しく記している。

⑵遼寧省の「2006中国瀋陽世界園芸博覧会」
　５月１日、瀋陽において、日本の浜名湖花博（2004年）、
中国国内では昆明花博（1999年）に続く「世界園芸博覧会」
が開会した。10月31日までの184日間開催される予定で目
標入場者数は1,000万人。「自然との共生」をテーマとして
おり、会場総面積は約2.46平方キロ、海外から23ヵ国が参
加し、日本ほか各国や中国各地域の庭園が100余り設けら
れている。 2008年北京オリンピックと2010年上海万博と同
様、21世紀初頭の国民的イベントとして開催される同博は、
瀋陽の知名度や観光などをPRするほか、投資など広範的
な経済効果が期待されている。

⑶吉林省中小企業が米株式市場で初上場
　2005年末、吉林省企業「海天実業」と「通化衛精薬業」
は同省の彙正創業投資会社と米国グローバルベンチャーと
の提携によって米国ナスダックOCTBBへの上場準備を終
え、まもなく正式上場する。これは吉林省の中小企業の初
の海外市場への上場だけでなく、同省における中小企業が
海外での融資ルートを最初に開拓したものである。

（ERINA調査研究部客員研究員　笪志剛）




